
株式会社ビコウズ

障害者就労支援事業所Re.born

住所：〒441-8019 愛知県豊橋市花田町字小松78

電話番号：0532-39-7406

担当者：鈴木麻莉

主要業務：福祉業

ホームページ：https://r.goope.jp/reborn-toyohashi

3：すべての人に健康と福祉を

障がい者福祉サービス事業を通じて、1人1人の能力を活かせる作業分担をすることで自尊心を高め

心と身体の健康を目指します。

4：質の高い教育をみんなに

集団生活の中でコミュニケーション能力を高めるトレーニングをはじめ、環境問題に目を向けたごみ分別

や物の使い方や選び方、災害時に困らないようコンポストトイレになれたり、火をたくことを日常的にした

り、体験型の教育を取り入れ学校では学ばない学びをしていくことで生活を充実していき周りの力にな

れる人材を育てることを目指します。

8：働きがいも経済成長も

1人1人を認め合い皆で課題追及することで責任感ややる気を高める賃金を上げていきます。それが働

き甲斐に通じると同時に以前は収入がなかった方々が収入を得て購入意欲につながりお金が動いてい

くことを目指します。

10：人や国の不平等をなくそう

在日外国人の方、日本人の方誰もが福祉サービスを利用しやすいように外国人支援員と共に活動を

しており、福祉支援を誰でも平等に受けられる社会を目指しています。

障害者の就労支援をしている会社です。就労継続支援B型と移行支援という形態で事業を

おこなっております。企業へ就職することを目指す人、人と関わりながら生活する楽しみを求め

てくる方様々ですが、ここと関わる人達に共通していることは人が好きということ。障害も人それ

ぞれ、国籍も人それぞれ、年齢もそれぞれ。その中で価値感や文化に触れながら活動をしてい

ます。また、畑の活動ではコンポストトイレを使用、生ごみでたい肥作り、井戸水と雨水の使用

、火おこしをするなどを生活に取り入れ環境にやさしい生活、災害時でも動じないチカラを身に

つけることを大切にしています。ここに関わる人々が、ここでの時間を体感する中で自己肯定感

を上げていき更に人生をenjoyしていく居場所のような存在のなれたらいいなと思っています。

SDGsの取組み紹介

目指すゴール

12：作る責任 使う責任

野菜を育て販売する、販売できない野菜（不良とされてしまうもの）は加工品へ、傷んだ

もの等はたい肥へすることで無駄の出ないように製造します。

13：気候変動に具体的な対策を

ごみの分別をしっかりできるコミュニテイを目標としています。

15：陸の豊かさも守ろう

元気を失っている土をよみがえらせるため自然農で畑を育てています。微生物や虫によって

野菜が育ち循環する。その知恵が広がり多くの人で豊かさを目指せる社会を目指します。

16：平和と公平を

すべての人に誰もがイキイキと暮らせる社会を目指しています。

17：パートナシップで目標を達成しよう

人と人のシェアや技術と技術のシェア、私たちにできることを提案してかかわりを持ってくださる

企業さんがいることで、様々な可能性を広げていきます。

「ひとりひとりが活き活きと」を目指します

様々なA国籍・年齢のメンバーが認め合い・支え合い、
環境に配慮した商品を作っています。


